
不易流行な、街の拠点

ー下高井戸駅前　再興計画ー
古くから街を支えたコンテンツが
町から無くなろうとしているとき

鉄道の高架事業により馴染みの風景が
大きく変わろうとしているとき

突然のコロナウイルスにより
生活様式の変化を感じているとき

そんな転換期にある下高井戸駅前を
次の時代に継ぐ提案です。

普段着のまま、日常をほんのすこし豊かにする商店街。

人を介さず商売ができる時代に対面販売というアナログな選択で

生まれるコミュニティの場

敷地分析　①下高井戸商店街 下高井戸の歴史は 1603年、甲州街道の 1 つの宿場町として開かれたことに始まる。

■商店街の魅力
賑わい

店構えは、人を誘い街に賑わいを創出している。

連なり
地域に根ざした小さな店舗が今も昔も軒を連ね
多くの人で賑わっている。

くつろぎ
買い物や散歩中に休憩できる場所が増えている。
店の雰囲気が通りに伝わってくる。

懐かしさ
今も昔懐かしい面影を残す歴史ある建物やお店
がある。

ふれあい
店主や地域の人たちとのやりとりがあちこちで
生まれている。地域では多世代の交流がある。

1603年

甲州街道の1つ目の宿場町
として下高井戸宿が誕生

京王線下高井戸駅
開通

世田谷線下高井戸駅
開通

日本大学文理学部の
移転先になる

現在の駅前市場が開業 京王線の立体交差事業開始

1913年

関東大震災

1923年 1925年 1937年 1956年 2014年

■生鮮三品のまち

■まちの年表

■基本情報 ■アクセス

新宿駅から京王線で約 10分

渋谷駅から約 15分

三軒茶屋から世田谷線で約 20分

1923年関東大震災後の人口増加に比例し、商店も増加し生鮮の市場が増えた。その後も着々と住宅街が発展していき、それに比例し

商店も増えていった。戦後も、郊外の住宅地として発展し人口、生鮮三品の店、近隣の街からの来客も増えていった。

京王線と世田谷線が停車する下高井戸。駅前には、色褪せた看板や、統一感のない雑多な佇まいが懐かしさを感じる独特の雰囲気を作っている。

駅を中心に放射状に延びる商店街は、一日中活気に溢れ、かつて大型スーパーの侵入すらも撤退させた、地に根付いた文化や魅力がそこにはある。

商店街には小学校もあり学生から、お年寄りまで幅広い年齢層が共に共存している素敵な街だ。

4つの通り（北口れんが通り・駅前通り・日大通り・公園通り）で構成され、それらの交点には古き良き駅前市場があり街のシンボルになっている。

下高井戸は昔からの商店街の発展により、生鮮三品が魅力の街を独自に発展させてきた。特に駅の北側では今でも昔ながらの商店が

「いらっしゃい」という声を掛け、対面販売で商売を続けている。
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■市場の構成要素
通路まで溢れ出る商品たち 路肩に雑多に積まれた容器たち

抜け道が貫入する市場

手書きのポップ 内向きにファサードを持つ看板

スチールの外階段 路肩に置かれたベンチ

■平面構成

■京王線連続立体交差事業

■人のコト

□データから見る下高井戸のヒト
・20代から 50代が 2005年から継続的に上位を占めている。

・60代～ 80代も 2005年から徐々に上昇傾向がみられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→（高齢者にも住みやすい街）

・40代と 1-9歳の幼児の上昇傾向がみられる事から子育て世代が増えている

・コロナウイルスによる施設の閉鎖やリモートワークにより下高井戸駅も

　乗降客数が半数近く減少した（リモートワーカーも多い）

□学生の街　下高井戸
下高井戸駅を最寄りとする教育施設は、松沢小学校、緑丘中学校、松沢中学校、松原高等学校、日本大学櫻ヶ丘高等学校、日本大学文理学部と、とても多い。

遠方から下高井戸駅を利用し、登下校する高校生、大学生がいるにも関わらず、現状は商店街との関りは薄い。

□自動車利用には向いていない街
道幅が狭いことや、日中は車止めにより一般車両の侵入を規制していることから車での利用は難しい。

□歩行者の安全性
現在、商店街内を走行する自転車が多い事や、狭い路上での違法駐輪が至る所で見られる。歩行者に優しい商店街にするため、駅を中心とする商店街において、中心部への自転車の乗り入れ

を減らし安全性を確保すると共に、放置自転車の件数を減少させる工夫が必要。

■まちのコト

敷地分析　②下高井戸駅前市場 まちの現状

問題点

提案

私の
提案
目
的

▲▲
▲▲

▲▲
▲▲

駅前から北口れんが通り方面へ抜ける抜け道

に対し垂直に動線を持ち内向きにファサード

を構える。１Fを店舗、２Fは現在、店舗や

商店街組合の事務所として利用されている。

外部でありながら内向きに閉じられた独特の

空気感が市場らしさを演出し、古き良き懐か

しさをも感じられる場になっていると感じる。 ▲

抜け道

市場の通り

内部空間（商店）

商店のファサード

京王線の笹塚駅～仙川駅間約 7.2kmの区画を高架化することにより 25箇所の踏切を踏切を除去するとともに

7箇所の都市計画道路を一体化し、あわせて側道を整備する事業。下高井戸駅も対象とされ、駅前広場などの

整備も行われることから、街づくりの転換期となっている。

道路ぎりぎりまで建物で
人の溜まりが出来ない

自転車利用者と歩行者の
距離が近く危険

朝と夕方の時間帯で
車の通行が制限されている

開かずの踏切がある
駅中心に商店街が
放射状に発展 個人店が多い歩道に電柱が立っていて

道幅が狭い

学生が多い お年寄りが多い ファミリーが多い まちへの愛着 店主との距離が近い

いらっしゃい！！

朝から晩まで、まちに
人がいる安心感 暖かい関係性
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7ー9 15ー19
商店

セットバック

・『開かずの踏切』や踏切事故の解消、南北の市街地の分断解消、道路網の整備などのほか、立体化により生み

　出される新たな空間を活用した駐輪場整備や公的施設の建設、駅周辺の商店街での賑わいの再生、密集した

　周辺住宅地での防災性の向上や住環境の改善など、様々な形で街づくりが進み出す期待が寄せられている。

・立体化の計画線内や、近隣に居住する人々や職場のある人々にとっては、立ち退きや引っ越しを余儀なくされ

　る点や、鉄道から離れてた敷地や建物が新たに鉄道と直接面するようになり、環境が大きく変わることも同時

　に懸念される。他にも、日照や騒音、街の景観など、新たな遮断要素の出現で、環境変化も予測される。

□シンボルの解体と駅前広場化
京王線の連続立体交差事業による周辺まちづくりにより、駅前市場の老朽化
による解体や、跡地の広場化が計画されている。
街のシンボルでもある市場を解体し、今まで下高井戸駅前にはなかった広場
という新しい機能への変化は果たして正しいのか。
第2期の市場が出来た戦後復興期（1945年～1954年）から1960年代半ば
まで市場・マーケットが全国に現れたが、それより以前から下高井戸には
市場がある。
古くからこの下高井戸に根付き、対面販売で街の人とコミュニケーションが
生まれ豊かな魅力を生んでいた。
すなわち、下高井戸ならではのオリジナリティであり今後も下高井戸の強み
として残すすべき魅力であり。古い文化を継承するため、これからの時代に
フィットする新しい工夫を盛り込むことで提案に繋げる。

■ターゲット

昭和初期に建設された
最初の下高井戸驛前市場

戦後復興期に再建された
バラックの

下高井戸駅前市場

1956年に建て替えられた
コンクリートブロック造の
現在の下高井戸駅前市場

1

駅前市場

駅前広場

2 3

機能の変化
下高井戸まちづくり協議会

によるの計画案

広場化する余白

＋αの機能

代替市場の計画

広場化する余白・道 ＋αの機能代替市場の計画

これまでの市場 ＋α

＋α 市場の共有部にオープンエアなイートスペースを設け
店間の路地における賑わいや店同士の関係を深める

市場を再提案する上で、スーパーマーケットやネットスーパーなどとの

差別化を考える。

らしさの再構築

外部から人を招くような街ではなく、今いる街の人が暮らしやすい街の拠点づくりをする

京王線の鉄道高架化やコロナウイルスによる生活様式の変化、街のシンボルの解体
広場化という現状を、街の大きな転機と捉え、高架後の街の姿を提案する。

下高井戸住人/市場利用者 商店の店員学生

購買方法の進化により、便利さを求めすぎたが故に
満足感や豊かさからは遠ざかっている

市場だからこそ提供出来る他にはないものとは

・常連との他愛もないコミュニケーションやサービス精神
・街に溢れ出る自然な賑わいのライブ感

・地元のお店という鮮度や価格への安心感や居心地

MILK

【ネットスーパー】
対　画面

→便利さだけを優先
満足感や豊かさに欠ける

【スーパーマーケット】
対　商品

→対人行為は基本的には
レジのみで少し寂しい

【市場】
対　人×商品

→店主との会話で献立を考え
満足感や豊かさが得られる

MILK

■コワーキングスペース×カフェ
周辺住民や、学校の最寄りとして利用する学生を主なターゲットにコワーキングスペース
を提案する。また、ワーカーのみの場ではなく専業主婦の方が趣味を楽しんだり、コミュ
ニケーションの生まれる場としてカフェを提案する。
ここでの滞在が、市場を利用するきっかけになると考える。

■シェアキッチン
市場の利用者同士、街と利用者の交流を促す仕組みとしてシェアキッチンを計画する。
商店街主体のイベントが多くある下高井戸において、食という下高井戸ならではの強み
を活かし、普段関わることのない交流を生む新たな拠点になることを考える。
また、学生も多い事からパーティー利用など利用パターンは様々だ。

■下高井戸ステーション（案内所）
現在商店街の端にある街の案内所を駅前に再提案する。この場所は商店街の窓口でもあ
りイベントの企画や街の安全管理などを行う拠点になっている。また、高齢者や子育て
をする主婦を支援するため休憩所としての利用や、買い物後の荷物の運搬サービスなど
も行っている。

市場

ワーク
スペース

イベント

カフェ

余白の広場化

道

通路 道

道

道

市場

ワーク
スペース

カフェ

機能拡張の余白
人の滞留の余白2 3

市場

市場内での商品や1

通
路

コワーキング
スペース

カフェ

coffee

広場を「人が集まるひらけた場」と捉えるのではなく、西欧の広場のよう
に「コミュニティ活動の場」として捉える。古来より、日本における同様
の機能を持った場はというと、「道」があげられた。
また、西欧は住宅内は狭く、広場に生活を延長させてきた。そのため内外
の空間領域の認識の違いが日本とは異なり、広く開かれた場所に賑わいが
生まれコミュニケーショ活動の場になる。
逆に日本では閉じられた道で、ご近所さんや店主とのコミュニケーショが
生まれていた。
下高井戸の駅前における広場計画も後者の「道」的なコミュニケーション
の生まれやすい場を提案し広場化計画の開発に応える。

□駅前広場の道路整備
京王線の連続立体交差事業によりサブ的に計画されている都市計画道路補助128号
線の整備に伴い、駅前広場を歩行者系・交通系の２種に分け計画されている。

都市計画道路補助 128号線
整備に伴う駅前広場のあり方
の検討を行っている。

駅前広場（交通系）
を整備検討

駅前広場（歩行者系）
を整備予定

世田谷区立
松沢小学校

西友下高井戸店

甲州街道

東急世田谷線

東武ストア
（スーパー）

日大通り

駅前通り
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下高井戸駅

1919年に都市計画法の成立時点で「広場」は都市機能1つとして存在していたが
「駅前広場」の広場は道路法による管理下で「道路」という位置づけになっている。
その為、車優先の場になり、人のための居場所とはかけ離れた場が量産されている。
下高井戸のまちづくり協議会が提示する計画案では、駅前広場を歩行者系と交通系
に分ける事で、歩行者系広場の管理を地元商店街団体で行い、都市計画上でも
「広場」として人のための居場所をつくり歩車分離の環境を創り出すように計画
している。しかし、広場を計画することで市場という下高井戸の魅力を無くして
しまうのは間違っていると考える。かつての日本のコミュニティが路地から生ま
れたように、広場化という提案を改め,広場に変わる余白・道の提案に繋げる。

下高井戸
まちづくり協議会

による計画案

□コロナ後のライフスタイルの変化
コロナウイルスによるリモート化が加速し、自宅時間が増えた人が多くいる。
下高井戸でもその影響は多く出ている。京王電鉄の乗降者数を見ると、2019年
まで1日45000人程度いたが、2020年には30000人近くまで減少している。
やはり、リモート化により通勤通学での電車の利用者の減少が影響していると
考えられる。自宅にいる時間が増え、以前以上に地元の商店街を散歩する人が
増えたように感じるが、彼らを受け止められる場は少ない。
また、今まで主にプライベートな環境だった住宅内が突然オフィスという機能変
化に対応するのが難しくなったという声も少なくないだろう。その為家でもなく
オフィスでもない、コワーキングスペースという環境に需要があると考える。
下高井戸は学生の街でもあり、下高井戸駅を最寄りとする学生や、近隣の大学生
の単身者も多い事から、コロナ終息後も学生層に継続的な需要がある。

職場 住宅

リモート化

職場 住宅

コワーキング住宅

ワークスペース
の変化

下高井戸のまちに魅力を与え、多くの人の豊かな食や生活を支えてきた下高井戸駅前市場。
下高井戸を最寄りとする住人だけでなく、電車に乗って近隣からわざわざ食材を買いに来る利用者や、飲食店の買い出しの場などとして利用
されている。初代は、昭和初期に私設小売市場として誕生。しかし、第二次世界大戦の戦中期に疎開空地として取り壊されてしまう。
その後、戦後復興期にバラックで仮の市場が建てられた。その後 1956 年に建て替えられ、現在のコンクリートブロック造の駅前市場が誕生。
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1945年～

戦後直後

1956年～

市場建設

―バラックの仮設市場

―現在の市場

庇 トタン屋根

看板

名称看板
吹き抜け

渡り廊下

アーケード

プレハブ店舗
建設後路面店として追加された

露店群
木造・トタン・平屋

窓
居住空間の2階部分のみ

車窓から見れるよう多数配置

後に塞がれる

道路を挟んだ2棟を繋ぐ

コンテンツ

市場 共有イートストリート

カフェ コワーキングスペース

シェアキッチン 下高井戸ステーション

高架下ストリート 下高井戸テラス
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敷地６

〇駅周辺の 4つの通りの結節点や、踏切跡地という滞留の記憶
下高井戸商店街を構成する、4 つの通りの交差部であり、商店街利用者、駅利用者のほとんどの人が利用する。また、元々踏切が存在した場であり

高架後もその滞留と流入の記憶はどこか残るものであると考える。

〇駅前敷地というポテンシャルの高さ
①駅利用客が集まるという必然性や、②今後の少子高齢化や、新型コロナで加速するコンパクトシティの動きなどを考えると、今最もポテンシャルの

高いエリアであるといえる。魅力がなくとも、駅利用者は嫌でも通行し目に入る場所

■敷地選定理由
下高井戸駅前市場というシンボル跡地から、高架下になる新しい土地にまたがるように敷地を選定。1603 年に甲州街道の宿場町として街が出来、

徐々に魅力を形成し、個人店が連なり店主との距離が近く、古き良き商店街の風景を形成してきた。そんな下高井戸に鉄道高架という新たな巨大

人工物が貫き街の風景が大きく変わる転換期に、高架下という新たな場と商店街の結節点という事から、この場所を選定した。

また、商店街の 4 つのメイン通りの結節点であり、駅前というポテンシャルの高さから街の中心であり街の魅力を伝える計画敷地に相応しいと考える。

下高井戸駅前市場 計画敷地

高架になったことで地続きに繋がる敷地を一体的に繋げる

� �� �� ��
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��
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踏切跡

下高井戸駅

踏切跡 滞留と流入の記憶

駅前市場のアーケードの抜け
奥に覗く踏切と京王線

市場の裏側
人の気配は無く抜け道感が強い

駅前通りから市場の路地を望む
常連と店主の会話の様子

踏切南部から駅前市場方向
地上を走る京王線が行く手を阻む

公園通りからのT字路
日大通りに差し掛かり人が増える

線路と市場のスキマ
街に馴染む幅１ｍ程度の抜け道

高架計画箇所 計画敷地旧下高井戸市場

北口れんが通り

日大通り
公園通り

駅前通り
06

05

04

03

02

01

01 02 03

04 05 06

8

7
■元市場の要素を継ぐ

01 道幅 02 素材 03 販売方法

04 陳列 05 存在意義 06 方向性

メイン通りに開かず、内向きのファサード
を持ち、それぞれの店が個性を出す

日常に根付いた市場という存在は、利用客
の食を支え愛されてきたことに置き換える

店内に納まらずに、共用部にまで陳列棚が
はみ出し、市場らしい雑多な賑わいになる

別のカタチで
広場を提案

広場をコミュニケーションの場と捉えた場合、古来から、日本では同様の場として「道」が挙げられる。どこにでもあるような開けた
駅前広場を計画し街の魅力を排除することが無いように、計画する建築に道を貫入させる事で市場的な良さも残していけると考えた。
また、広場をGLで提案するのではなく、テラスとして上層に持ち上げることで、狭い駅前空間でも広けた場を確保することを考えた。

商店街の通りや、市場の通り、それを繋ぐ
路地等、様々な場面・道幅により多様な

領域性が生まれる
市場の記憶を建材や什器等の素材で残し
新たな街のシンボルとして次に継ぐ

どこにでもあるスーパーマーケットとは
違い店主の顔が見える対面販売が特徴的

商店街の通りの軸からの人流の受けとして、交差部をくぼませたり、建築をセットバックさせる事で道幅が拡張され人流のよどみを発生
させ、コミュニケーションが取りやすい場が生まれる。また、その余白的な空間は内部機能の拡張の場としても活躍し、外部からも内部
からも影響し合う環境になる。

鉄道が高架化され、南北の分断が解消されひと繋ぎになるとき、既存の生活動線を残し計画することで、街の記憶を残すことを考える。
また、それらの記憶と新たな高架下のストリート空間を貫入させつなぎ合わせる。

■道の操作

■余白を彩る、ストリートファーニチャ

市場-野外ベンチ
パレットベンチ

テントベンチ

様々なファーニチャにより多様な居場所と人々の交流が発生するタネになる

高架柱カウンター

高架柱ベンチ

窓辺ベンチ

簡易ベンチ
酒屋-酒箱テーブル

酒箱チェア

■駅前広場化計画への解決方法

テラス
下高井戸

まちづくり協議会
による

駅前広場計画

メイン通り 市場通り

駅前通り 市場路地

MILK

道

いらっ
しゃい

‼

１F
シェアキッチン
案内所
２F
テラス

１F
とうふ屋
コメ屋
酒屋
２F
店舗事務所

１F
八百屋
肉屋

１F
魚屋
２F
店舗事務所

１F
カフェ・花屋
２F
コワーキングスペース

くぼみ
くぼみ日大通り

駅前通り

高架下
ストリート

生活
動線

セット
バック

抜け道
記憶

↓ ↓ ↓↓

ダイアグラム

プログラム

京王線が高架化し
南北に分断されていた商店街が
繋がり新たな敷地が誕生する。

既存の生活動線（赤）と
新たな高架下のストリート（青）

の 2 種の軸で敷地を 3 つに分割する

3 つに分割した敷地に

機能を割り振りボリュームを与える。

ボリューム毎に接道面から貫通する
路地を通し、生活の一部に馴染み

抜け道として利用しやすい様に配置

シェアキッチン

案内所

テラス

市場

コワーキングスペース

カフェ
01 02

03 04

京王　下高井戸駅
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15
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1500

キッチンカー

マルシェテント

マルシェテント

4600

間口 4m

折れ戸を開ける事で
高架下側に対し
繋がりを意識

ｗ：
15
00

ｗ
：
15
00

幅 1500の貫通路の
商店街接道側の間口を４ｍに広げ
くぼみによどみを生む仕掛け

高架下ストリートからわずかに
角度を振りアプローチする扇型の階段。
地続きにテラスに繋がるように意識した。

高架下と市場の結節点。
高架下空間からゆとりを持ち店舗がが並ぶ

ことで人流を広く緩やかに受け止めることができる

内向きに店を開き
道とシームレスに繋ぐことで
市場らしい風景を継承している

住宅地側のから駅利用者などが
抜け道としても機能する。

店内を通り抜ける事も
許容している

店内を通り抜ける事も
許容している

店舗の裏側のスキマ
すらも抜け道として開く

既存の生活動線軸に対し
旧駅前市場の軸方向にくぼみを計画。
カフェ・花屋のアプローチになると共に
よどみが生まれコミュニケーションの

母体となる。

商店街の3つの通りの結節点であり
踏切によるよどみの記憶が残る場。
多くの商店街利用者が交差する事から
交差部に対し大きく余白を確保した

駅前通りから4mのセットバックにより
道幅が拡張しコミュニケーションの余地
が生まれる。また、カフェ・花屋の機能を

外部に拡張する事も可能。

既存の抜け道とほぼ同じ箇所に
抜け道の記憶を継ぐ。

動線

視線

木のパーゴラは旧市場の周りに
建てられていたプレハブ店舗のように
建築に這うように装飾的に配した。

オーニングを張る事で日除け・雨よけなど
機能的な意味も持つ

下高井戸ステーションを
通り抜けとして利用出来る
⇨街の人の顔が見える案内所

キッチンカーや、マルシェが
高架下のストリートに集う

通路に対し開口を大きく開くことで
内部の賑わいが外に溢れ
シームレスな繋がりを意識

01 02 

03 

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15
FL-400

16

17

18

コワーキングスペース

カフェ 抜け道たまり場既存生活動線

テラス下高井戸テラス

魚屋酒屋米屋とうふ屋高架下ストリート下高井戸ステーションシェアキッチン

京王線

01 シェアキッチン
02 下高井戸ステーション

03 SIMOTAKA高架下ストリート
04 豆腐屋
05 米屋
06 酒屋

07 八百屋
08 駅前市場ストリート

09 肉屋（精肉）
10 肉屋（総菜）

11 魚屋
12 たまり場
13 花屋
14 カフェ
15 客席
16 抜け道
17 窓辺席

18ゴミ捨て場

シェアキッチン・下高井戸ステーション
外観：通りに対して通路の間口を広くとる

シェアキッチン・下高井戸ステーション
高架側：折れ戸を開き内外が連続的に繋がる

市場
外観：4つのボリュームを屋根で繋ぐ

市場
通路：共用のベンチや店内の商品が溢れる

カフェ・花屋・コワーキングスペース
断面：吹き抜けを介し、3つの機能がひとつに

カフェ・花屋・コワーキングスペース
外観：余白にはみ出すカフェの窓ベンチ

wide 通路
高架下

内部 外部外部
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「不易流行な街の拠点」として、旧市場の雰囲気の継承を意
識したテクスチャや、懐かしさを意識するインダストリアル
なテクスチャを選定。

室内外の素材を分けずに、あえて同じ素材にすることで
シームレスな繋がりを意識するなど、市場らしい素材感の選
定を意識した。

最高高サ

2800
2600

6000

7000

■シェアキッチン・下高井戸ステーション・テラス棟 ■カフェ・花屋・コワーキングスペース棟

S=1:100S=1:100

■窓辺がつくる余白空間

0 5 15 2510 20 30

PLAN 2F12

１

１

２

カフェ ベンチ 商店街

２

路面以外でも
窓をセットバックして
余白を設計している

現駅前市場にある渡り廊下
の様子を継承し事務所棟間を繋ぐ

現駅前市場にある
渡り廊下の様子を継承

裏側に外階段を配置する形式は
現市場の形態を継承している

市場のストリート側にそれぞれの
事務所の開口をとり様子を確認できる

可動式のテーブルを移動する事で
イベント時に開けた空間を確保出来る

テラスからは
商店街・高架下・市場棟・カフェ棟と

全方位を見渡すことが可能

商店街中心部へ
視線が抜ける出窓

商店街中心部へ
視線が抜ける小窓 １Fのファサードラインに対し

２Fを凸凹させることで
内外に居場所が生まれる

商店街の空気感を
引き込む窓辺カウンター

用途によって選べる座席

駅前市場のストリート空間
を見下ろせる

受付として双方のエントランス部分が
確認出来、室内を見渡せる平面計画

商店街を引き込む窓辺カウンター席パーゴラと窓辺席による商店街とカフェの余白空間

18
19

20

21

22

24

23EV

18 事務室エリア①
19 事務室エリア②
20 コワーキングスペース
21 個室ブース
22 受付
23 SIMOTAKAテラス
24コワーキングスペース　テラス

動線

視線

IN OUT IN OUT

裏道下高井戸ステーション裏道シェアキッチン 駅前通りカフェ

コワーキングスペース

酒屋 市場ストリート 八百屋
床
仕上

げで
繋がり

オ
ープ

ンエ
アな環境


